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 研究 2 では，2 つの実験（2A と 2B）によって，刺激文の提示方法・長さ・難易度の 3 要素が，発










 続いて，研究 3 では，準備時間 (実験 3A) と再話活動前の音読活動 (実験 3B) が再話課題における
発話に与える影響を検証しており，このような介入があった場合には流暢さと発話量が向上すること
を示唆している。以上の研究 1 から 3 の結果をまとめると，再話課題における発話のうち，タスク条
件の操作によって参加者の発話の複雑さと正確さは向上しなかったが，発話量には明らかな向上が検
証できたとしている。  
 研究 4 では，研究 1 から 3 で実施されたタスクの難易度を比較することを目的に，多相ラッシュモ
デルによる分析を行っている。この研究では，まず，評価尺度が妥当かに関して，EBB2 scale (Hirai & 
Koizumi, 2013) に 0 の評価項目を追加した尺度の方がパフォーマンスのレベルの分類分けに寄与する
かを調査している。結果として，オリジナルの EBB2 scale の方が評価尺度として機能することがわか
ったため，元の EBB2 scale を評価尺度として使用している。分析結果として，再話課題で提示された
テキストの難易度は，4 から 5 段階のレベルに分かれた。しかし，その難易度は－0.15 < θ < 0.16 と狭
い範囲に収まることから，それほど大きな差はないと結論付けている。タスク条件の難易度は，リー
ディング（100 語程度）の刺激文が与えられる条件で最も難易度が低く，リーディング（150 語程度）















































２ 最終試験  




３ 結論  
  上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき，著者は博士（言語学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。  
